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【公開番号】特開2006-295772(P2006-295772A)
【公開日】平成18年10月26日(2006.10.26)
【年通号数】公開・登録公報2006-042
【出願番号】特願2005-116748(P2005-116748)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ  10/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   3/52     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  14/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ  14/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   9/00    　　　Ｔ
   Ｇ０２Ｂ  26/08    　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｑ   3/52    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｑ   3/52    　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｂ   9/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月4日(2008.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、入力ポートからの入力光の光経路を決定し、出力ポートから出力する光スイ
ッチに係り、特に任意の入力ポートからの入力光を任意の出力ポートから出力可能なハー
ドウェア自律の光スイッチおよびその光経路制御方法に関する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　光経路の経路制御を光－電気変換することなく、光信号を光のままで光経路を伝送する
方式は、「特許文献１」（光波長分割多重伝送ネットワーク装置）に開示されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　このような構成により、光波長ルータに接続される送受信装置を増減する場合でも、基
本的には、光波長ルータの光経路の接続形態を変えるだけで、波長周回性を有するフルメ
ッシュネットワークを構築できる。したがって、送受信装置の増減に際して光波長ルータ
自体を他の光波長ルータと交換する必要がない。この結果、上述した構成は、送受信装置
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の台数の増減に対して極めて柔軟性が高い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　なお、Ｍ個の分波回路とＭ個の合波回路とを接続する光経路は、波長毎にそれぞれ１本
が固定的に割り当てられている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、この構成は、波長周回性を有するため、波長多重信号環境下では、ポートと波長
の関係が一意であり、同一ポート内で波長の衝突が発生することなく、波長使用効率を高
めることができるものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　図５はこの発明に係るスイッチ接続要求調停手段の一実施の形態ブロック構成図である
。図５において、スイッチ接続要求調停手段８は、ｓｗ接続要求調停回路Ｏ１用～ｓｗ接
続要求調停回路Ｏ４用で構成し、それぞれ入力端子Ｉ１～Ｉ４に対応した先着接続要求判
定手段１１、排他処理手段１２、出力ポート使用判定手段１３、デコーダ１４を備える。
なお、本実施の形態では、ｓｗ接続要求調停回路Ｏ１用について説明し、入力端子Ｉ１お
よび入力端子Ｉ２から入力される光波長λ１～λ４の入力光ＬIの処理について説明する
が、ｓｗ接続要求調停回路Ｏ２用～Ｏ４用についても同様である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　また、伝送装置２０から送信される光波長λ３の入力光ＬＩは、光スイッチ１の入力端
子Ｉ２→出力端子Ｏ３の経路（パス）で伝送装置２１に受信される。一方、伝送装置２１
から送信される光波長λ２の入力光ＬＩは、入力端子Ｉ３→出力端子Ｏ２の経路（パス）
で伝送装置２０に受信される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　一方、伝送装置２３から送信される光波長λ４の入力光ＬＩは、光スイッチ１７の入力
端子Ｉ５→出力端子Ｏ２→光スイッチ１５の入力端子Ｉ５→出力端子Ｏ２のパスｄを経由
して伝送装置２０に受信される。
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　一方、伝送装置２３から送信される光波長λ４の入力光ＬＩは、光スイッチ１７の入力
端子Ｉ５→出力端子Ｏ２→光スイッチ１５の入力端子Ｉ５→出力端子Ｏ２のパスｄを経由
して伝送装置２０に受信される。
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